
日時： 平成１９年３月１９日（月） 午後２時～午後４時

場所： 福岡市役所　１５階　第４特別会議室

1 開　会

2 新委員の紹介

3 審議等

(1) 平成１８年度 市民公益活動普及啓発事業報告について （資料１）

(2) 平成１８年度 市政に関する意識調査報告について （資料２）

（資料３）

(4) 平成１９年度 市民公益活動推進事業計画について （資料４）

(5) その他

4 閉　会

第４回

会　議　次　第

「 福 岡 市 市 民 公 益 活 動 推 進 審 議 会 」

(3) 福岡市ＮＰＯ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ交流センター利用者調査報告について
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資料 １ 

平成１８年度 市民公益活動普及啓発事業報告 

 
 市民公益活動応援ガイドを活用して、普及啓発や相談業務を行いました。 
 
１．市関係団体への協力依頼 

  市関係団体の会議等で応援ガイドを紹介し、公益活動活性化と相談窓口の

周知について協力をお願いするとともに、情報提供をおこないました。 
  ① 各区公民館長・主事連絡会（８回） 

② 各区社会福祉協議会次長会 
③ ７区こどもアドバイザー定例会議及び新任研修（３回） 
④ 市立小中高等学校長・園長連絡会 
⑤ 都市圏内大学交流幹事会・学長会（２回） 
⑥ アクティブシニアボランティア（９９名にガイド送付） 
⑦ 東区長と東区ボランティアグループの懇談会 
⑧ 福岡市コミュニティビジネス推進連絡会 

 
２．企業への働きかけ 

  応援ガイドを紹介し、企業の社会貢献の相談窓口としてＰＲしました。 
① 福岡県経営者協会 
② 勤労者マルチライフ支援事業福岡県推進地域協議会 
③ 福岡商工会議所広報誌で公益活動 PR チラシを配布（２月号 16,000 社） 

 
３．出前講座の実施 

  応援ガイド等を活用して、「ボランティア講座」の出前講座を行いました。 
  ① 市立次郎丸中学校３年生（９月１２日・１７８名） 

② 県立筑前高校１年生（２月２２日・４００名） 
③ 城南区七隈公民館（３月３日・２５名） 

 
４．福岡市 NPO・ボランティア交流センター事業［H19.2.28 現在］ 

  市民公益活動に関する講座・セミナーや相談業務で活用しました。 
  ① ボランティア入門講座（３回・７１名） 

② シニア向け地域講座（１回・２５名） 
③ 地域へのお出かけ講座（２回・７１名） 
④ 大学生向け NPO 講座（１回・６６名） 
⑤ 企業の社会貢献セミナー（１回・６０名） 
⑥ 地域（公民館活動）と NPO セミナー（５回・７４名） 
⑦ 広聴課シティモニター見学（２回・５６名） 
⑧ 市民公益活動に関する相談対応 

来館３３２件 電話３１８件 メール１５件 合計６６５件 



５．主な共働関係相談 

  市民公益活動団体と市の共働に関する、庁内外の相談等について対応しま

した。 
(1) ＮＰＯ法人安心安全まちづくり研究会（４月２７日） 

防犯設備士、一級建築士、警察官などで構成するＮＰＯ法人から、地域の

安心安全講座や防犯診断、地域安全リーダーの養成などの共働事業の提案 
 ※対応＝提案ＮＰＯ法人、担当課、あすみんセンター長と当課の４者で

提案の説明を受けました。 
 
(2) こども未来局こども未来課（９月４日） 

「若者の居場所づくり」事業の検討にあたり、子どもをテーマに活動して

いる大学生等のＮＰＯの活動状況について相談 
  ※対応＝当課推薦のＮＰＯ４団体代表者と担当課の意見交換会を設定し、

あすみんセンター長と当課が同席しました。 
 
(3) ＮＰＯ法人エコ・ブランド・コミュニティ（１０月２０日） 

企業の廃ポリタンクの再利用で雨水貯留装置を開発しているＮＰＯ法人

から、学校の空き施設を活用した共働事業の提案 
  ※対応＝提案ＮＰＯ法人と教育委員会、環境局、都市整備局の関係課と

当課が一同に集まって、提案の説明を受け、情報交換を行いました。 
 
(4) ＴＶＱアナウンス部 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ「おはなしＱの会」（１１月７日） 

社内有志による読み聞かせのボランティア活動を不定期で行っており、 
月１回程度の活動が可能なので、小学校での活動についての相談 
 ※対応＝教育委員会初等教育課から博多区内の小学校校長に希望を確認

してもらい、２校を紹介しました。 
 
(5) 中央区地域振興課（１１月２１日） 
  ＮＰＯ法人安心安全まちづくり研究会へ「中央区地域安心安全診断事業」 
 を依頼するにあたり、謝礼金の支払いについての相談 
  ※対応＝防犯設備士資格を活かして校区へのアドバイスに対する謝礼の

単価なので、公民館事業講師謝礼金単価表の適用を回答しました。 
 
(6) ＮＰＯ法人 ＧＲＥＥＮ‘Ｓ（１月２６日） 

代表者が西南大学生で、環境や地域交流などの活動を中心に、市内７大学

の大学生とネットワークを構築している。大学のサークルやグループで社

会貢献活動を行っている学生の、交流・情報交換する場として「ふくおか

学生感謝祭」を開催し、広く大学生や市民に活動をアピールする提案 
  ※対応＝市庁舎広場の使用を希望されているので、当課ができるだけ協

力する方向で協議を行っていく予定です。 



資料 ２ 

「平成１８年度市政に関する意識調査」主な調査結果について 

 
問 15．あなたは、過去５年間に、市民公益活動に参加したことがありますか。 

報告書７８頁参照 
・ 全体では、「参加したことがある」29.7％で、男性 27.8％、女性 31.1％とな

っている。 
・ 男性は４０代以上で３割前後、女性は４０～６０代で３～４割を占めている。 
・ 男性の７０代以上が 37.0％と高いのは、地域活動の高齢化によるものと考え

られる。団塊の世代の方などの地域活動や社会貢献活動の参加を促進させて

いく必要がある。 
・ 企業の社会貢献活動で活躍できる場が増えていくことが、男女ともに２０～

３０代の増加につながると考えられる。 
 
 
問 15-2．あなたは、市民公益活動にどのようなかたちで参加されましたか。 

報告書８５頁参照 
・ 全体的に「自治会・町内会などの地域活動」が 71.7％と高い。 
・ 女性の２０代のみ「職場や学校の社会貢献活動」が 42.9％と高くなっている。 
 
 
問 15-3．あなたが、市民公益活動に参加したきっかけは何ですか。 

報告書８９頁参照 
・ 男性では３０～５０代では「職場や地域、学校の参加の呼びかけ」が最も多

く、６０代以上では「自分で思いたって」が多くなっている。 
・ 女性も２０～５０代は「参加の呼びかけや当番がまわってきて」が多く、 

７０代以上では「家族や友人に勧められて」が多くなっている。 
・ 男女ともに団塊の世代以上については、健康や生きがいをテーマにした公民

館などのボランティア講座や地域活動の誘いがきっかけにつながると考え

られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 



問 15-7．あなたが、市民公益活動に参加していない理由は何ですか。 

報告書１００頁参照 
・ 男性では「時間がない」が 47.5％、女性では「実際の活動に接する機会がな

い」が 45.8％と最も多い。 
・ 次に「活動グループ、内容、ボランティア募集等の情報を知る機会がない」

などが主な理由となっている。 
・ 特に、公益活動が社会に必要と考える人には、実際の活動に接する機会が身

近にあれば、活動を始めるきっかけにつながると考えられる。 
 
 
問 17．あなたは、「市民公益活動」についてどういったことが知りたいですか。 

報告書１０７頁参照 
・ 全体的には「活動団体の趣旨や目的、活動内容の紹介」が最も多い。 
・ 男性の３０～４０代、女性の２０～３０代では、「市民公益活動に関するイ

ベント情報」が高くなっている。 
・ 活動のきっかけとしては、まずイベントに参加して体験するなどして、実際

に活動をしてみようと思った場合に「ボランティア募集情報」「講座・セミ

ナー情報」「相談窓口情報」が知りたくなるようである。 
 
 
問 18．あなたは、「市民公益活動」についての情報をどこから得たいですか。 

報告書１１０頁参照 
・ 全体的には「市政だより」が 47.8％と最も多く、その次に多いのは、「新聞・

テレビなどのマスコミ」16.2％となっている。 
・ 「市政だより」で知りたい情報でみると、「相談窓口情報」56.7％、「講座・

セミナー情報」52.7％、「イベント情報」52.2％となっている。 
 
 
問 20．市民公益活動をより活発にするために、あなたが行政に期待すること

は何ですか。 

報告書１１５・１１６頁参照 
・ 全体的には「活動事例紹介」「経済的支援」「学校教育で積極的に取り上げる」

の順に多い。 
・ 男性の２０～４０代で「経済的な支援」が最も多く、男女とも６０代以上で

「相談体制の充実」の割合が高くなっている。 
・ “あすみん”を「利用したことがある」人では、「活動の指導者やコーディ

ネーターなどの人材育成」が 42.1％と高く、「活動団体と、企業や行政の協

力関係の構築」や「講座や研修などの学習機会の充実」の割合が高い。 



資料 ３
 

ＮＰＯ・ボランティア交流センター“あすみん”利用者意識調査 
 
 
 
１. 調査対象 あすみん登録団体 ５３３団体 

２. 調査方法 郵送調査（郵送による依頼および回収） 

３. 調査期間 平成１８年１０月６日から１０月３１日 

４. 回収率  ３７.３％（１９９団体から回答） 

５. 調査事項及び結果  次のとおり 
 

 
 

●質問１ どのくらいの頻度で“あすみん”に来館していますか。 

(1)月５回以上 ７( 3.5%) (2)月１回〜４回 ８６(43.2%)

(3)２、３ヶ月〜半年に１回 ９０(45.2%) (4)年に１回未満 １５( 7.5%)

(5)回答なし １( 0.5%)  ※回答総数（Ｎ）＝１９９ 
 

●質問２ “あすみん”に来館した目的は何でしたか。（複数回答可） 

(1)会議や打合せ １２４(40.3%) (2)資料印刷やコピー ４９(15.9%)

(3)情報収集 ３４(11.0%) (4)チラシ配布などの情報発信 ３５(11.4%)

(5)イベント実施 ３５(11.4%) など        ※回答総数（Ｎ）＝３０８
 

●質問３ “あすみん”の提供するサービスで、よく利用するものは何ですか。（複数回答可）  

(1)ｾﾐﾅｰﾙｰﾑなどの施設 １３２(29.1%) (2)印刷機やﾌﾟﾘﾝﾀなどの設備 ９６(21.7%)

(3)情報提供（情報誌や HP、 

 ﾒﾙﾏｶﾞなど） 

９６(21.7%) (4)情報発信（ﾁﾗｼ、ﾎﾟｽﾀｰの 

 掲示） 

５４(12.2%)

(5)イベント参加 １２(11.8%) など        ※回答総数（Ｎ）＝４４３
 

●質問４ “あすみん”が提供する情報のうち、よく利用するものは何ですか。（複数回答可） 

(1)あすみん情報誌 ９５(32.0%) (2)館内掲示 ７９(26.6%)

(3)ホームページ ５９(19.9%) (4)メールマガジン ５０(16.8%)

(5)図書・資料 ９( 3.0%) など        ※回答総数（Ｎ）＝２９７
 

●質問５(1) “あすみん”が開催する講座等に参加したことがありますか。（複数回答可） 

(1)利用者交流会 ３６(24.3%) (2)会計、税務、資金セミナー ３５(23.6%)

(3)会計、税務相談会 １９(12.8%) (4)ボランティア入門講座 １８(12.2%)

(5)企業、行政と交流 １８(12.2%) など       ※回答総数（Ｎ）＝１４８ 
 

●質問５(2) “あすみん”が開催する講座等に参加したいものは何ですか。（複数回答可） 

(1)利用者交流会 ４５(18.2%) (2) 企業、行政と交流会 ４３(17.4%)

(3)会計税務セミナー  ３５(14.2%) (4)広報・情報発信セミナー ３４(13.8%)

(5)ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ養成講座 ３４(13.8%) など        ※回答総数（Ｎ）＝２４７
 

●質問５(3) 開催を希望する講座はありますか。 

・ ＮＰＯ設立講座 ・パソコン講座 ・国際交流講座 ・リーダー養成講座 

・ 助成金申請セミナー など 

 
  



●質問６ “あすみん”で、ＮＰＯなどについて相談したことがありますか。 

(1)NPO 法人化について １２(6.0%) (2)財務、税務について ９(4.5%)

(3)団体運営について ７(3.5%) (4)広報について ４(2.0%)

相談したことはない １６２(81.4%) など       ※回答総数（Ｎ）＝１９９ 
 

●質問７(1) “あすみん”の提供する施設・設備で、よく利用するものは何ですか。（複数回答可） 

(1)打合せコーナー １２９(29.7%) (2)セミナールーム ８４(19.3%)

(3)印刷機、プリンタ ７４(17.0%) (4)コピー機 ４０(9.2%)

(5)たたみコーナー ３５(8.0%) など        ※回答総数（Ｎ）＝４３５
 

●質問７(2) “あすみん”にあればよい設備・機能は何ですか。 

・貸事務所機能 ・ロッカー ・大型プリンタ ・カラープリンタ ・カラー印刷機 ・駐車場など 
 

●質問８ “あすみん”の情報発信支援のうち、最も利用するものは何ですか。 

(1)館内掲示チラシ等 ７４(51.4%) (2)あすみん情報誌 ３５(24.3%)

(3)ＨＰ、メルマガ ２１(14.6%) (4)連絡ボックス １４(9.7%)

       ※回答総数（Ｎ）＝１４４

●質問９ “あすみん”スタッフの対応はいかがですか。 

(1)満足 １１２(61.2%) (2)やや満足 ４０(21.9%)

(3)どちらでもない ２６(14.2%) (4)やや不満 ５(2.7%)

(5)不満 ０(0.0%)       ※回答総数（Ｎ）＝１８３
 

◎質問１０ 「福岡市市民公益活動推進条例」を知っていますか。 

(1)知っている ５５(31.3%) (2)知らない １２１(68.8%)

 ※回答総数（Ｎ）＝１７６

◎質問１１ これまで、「共働」で活動したことがありますか。 

(1)共働したことがある ５８(33.5%) (2) 共働したことはない １１５(66.5%)

 ※回答総数（Ｎ）＝１７３

◎質問１２ 「共働」の相手はどのような団体でしたか。（重複回答可） 

(1)行政 ３８(32.2%) (2)ＮＰＯ ２５(21.2%)

(3)学校 １７(14.4%) (4)自治組織 １４(11.9%)

(5)企業 １３(11.0%)   ※回答総数（Ｎ）＝１１８
 

◎質問１３(1) 福岡市役所との「共働」を希望しますか。 

(1)希望する １１２(70.4%) (2) 共働しない ４７(29.6%)

 ※回答総数（Ｎ）＝１５９

◎質問１３(2) 福岡市役所と、どのような「共働」を希望しますか。 

・ 商店街、地域の振興と活性化 ・過疎地との交流、振興、産直への取り組み ・子育て支援 

・ 安全安心なまちづくり、社会づくり ・一般の大学生と農家との交流事業 

・ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ市民放送局（動画による情報発信） ・自閉症、発達障がい児者の療育や相談 

・ 福岡市東部埋め立て場を拠点とした、環境教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発 
 

◎質問１３(3) 「共働」を希望しない理由はなんですか。 

・ 今のところ必要ない ・共働がよくわからない ・ＮＰＯの力不足 ・団体の目的と合致しない 

・ 団体の自主性を保つため ・行政の認識が低く共働できない  



資料 ４ 

平成１９年度 市民公益活動推進事業計画 

 
 
１．パートナーシップ事業 
  市民、地域、ＮＰＯ・ボランティア、企業等と行政との共働推進を目的と

して事業を実施するもの。 
 
 (1) 「行政とＮＰＯをつなぐ講座」職員研修 

   職員のＮＰＯ・ボランティア活動に対する理解を深め、共働へ向けた基

盤作りとするため、ＮＰＯ体験講座として平成17年度から実施しています。    

19 年度は、これまで実施してきた①ＮＰＯについて学ぶ座学 ②ＮＰＯ団  

体の事務所及び活動現場の訪問 に加え、③ＮＰＯとの交流会の 3 つの要

素を含んだ講座を実施します。 

    
 (2) 共働モデル事業の実施 
   ＮＰＯとの共働の推進にあたっては、具体的に共働事業が促進される仕

組み（財源確保や事業実施方法）の検討が必要であるため、モデル的に共

働事業を実施することで、効果的な共働の進め方や評価について検証しま

す。 
 
 (3) 共働事業提案制度の検討 
   市民と行政との共働のまちづくりを推進するため、ＮＰＯなどから市民

の発想を活かした提案を募集し、提案団体と市が「共働」する共働事業提

案制度について検討を行います。 
 
 
２．地域とＮＰＯの連携を考えるワークショップの開催 

まちづくり、青少年育成などの地域課題について、自治組織とＮＰＯが連

携協力して取り組むことは、課題解決に有効と考えられます。 

そこで、自治協議会やＮＰＯの関係者を対象に、お互いの特性を理解する

とともに、連携協力して地域課題を解決するためのノウハウについて検討す

るワークショップを開催します。 
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